
災 害 事 例 （ 不 休 業 １５ ） 
災害発生前にリスク 
アセスメントの実施 

有り 

年月日(曜日)時刻：場所 ２０２２年７月１日 (金) １３時５分 ： プラント内 

職 種 ： 年 齢 ： 経 験 作業員 ： ５５才 ： １ヵ月 

発 災 時 の 作 業 内 容 

 移載機（粉体を入れる容器を移送するコンベアのような機械）上で運搬されて

いる容器の清掃、点検作業を行っていた際、スポットクーラーの吹き出し方向の

調整に気を取られ、無意識に右手を移載機のフレーム上に置いてしまった。直後

に移動してきた容器台と移載機フレームに右手薬指をはさんだ。 

傷 病 名 : 部 位 : 程 度 骨折 ： 右手薬指 ： 不休業 

事 故 の 型 : 起 因 物 はさまれ、巻き込まれ ： 容器台 

 

原 

 

因 

不 安 全 な 状 態 ・はさまれ防止の保護板の保護範囲に隙間があった。 

不 安 全 な 行 動 
・無意識に右手を移載機のフレーム上に置いた。 

安全管理上の欠陥 ・はさまれリスクに関する教育指導が不十分だった。 

再 発 防 止 対 策 

・移載機はさまれリスクの再教育を実施し、現地で確認指導する。 

・プラント内、同様リスク箇所の再点検および注意喚起表示を実施する。 

・発災箇所に追加の保護板を設置する。 

再 発 防 止 対 策 に 基 づ く リ ス ク ア セ ス メ ン ト の 実 施 有り 

 

 


